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はじめに






























実施し，全国の約 350 地域に SSWer を配置した。
この SSWer 活用事業は，学齢期の子どもたちを
2010 年 11 月 29 日受付
KIMURA, Fumika & ITO, Hideki
Change for treatment of truancy by the school social 
worker's introduction.
＊   江戸川大学　人間心理学科専任講師，教育臨床心理学



































































































































まず，1980 年代以前は，第 1 期として，「不登
校は本人や親の異常な性格傾向が原因」とされ，
登校刺激が強く行われてきた時代である。次に，









2002 年からの第 3 期は，「不登校容認の風潮が行
き過ぎている」として，積極的に登校を促進する
方向性を打ち出しているという時代である。以下



































































































































































































インタビュー調査実施時期　2008 年 3 月から















































































の時点で A 自治体で稼働している SSWer は，社
会福祉士の有資格者が最も多く，精神保健福祉士，
臨床心理士が続き，他に CAP（International 



















































































に，C 自治体は，既に SC が機能的に稼働し，地
域での支援ネットワークが構築され，機能してい
たために，SC が SSW 的な役割を担っていたと
考えることができる。実際，インタビューの時点
































































































































関しても時給 1000 円～ 5000 円と，自治体間で
大きな差がみられた。
このような現状について，日本学校ソーシャル






















































表 3　SSWer の有する資格（出典：岡本 2009）
人数（人） 構成（％）
社会福祉士 35 人　 46.7％　
精神保健福祉士 18 人　 24.0％　
その他社会福祉に関する資格 6 人　 8.0％　
教員免許 15 人　 20.0％　
心理に関する資格 14 人　 18.7％　
その他 SSW の職務に関する技能資格 5 人　 6.7％　































の県内市町の配置人数が 30 人から 14 人に激













































わせて 6 事業が含まれ，2009 年度の予定額は
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